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疑似三音二字音素

能 美愛

　車（1996、1997、1998、1999）では、3種の28個の濃音重字音素について検討したが、

球音化を生じる字音素はこれだけではない。そのほかにも平音・濃音の交替を生じる字

音素がいくつかある。それらは濃音化例が少ないため濃音化字音素の中に含めなかったが、

鳴音後騒音化の全体的記述にとっては無視することができないものである。これを疑似

濃黒化字音素と呼ぶことにする。性質上いくつかのタイプに分けられるけれども、韓国

語字母順に検討することにしよう。

1．　【果】／■1／

　【果】を含む語はかなりあるが、濃音化例は極めて少ない。今回の調査で拾った約80

個の例のうち、少なくとも…つの辞典Dで濃異化の表記があるものは次の四語だけである。

「戦’果型エ1」一つだけが三辞典とも号音化するとしている。

（1）桑果なユ1㈱質集合果1、成果なユ1、載’果型ユ1、効果豆ユ121

「桑果想■口では《果実》の意味で、他の三語では《果報・結果》の意味で用いられて

いる。いずれの意味においても、また語構成の如何にかかわらず、上の四語を除いては

濃音化は生じない。

（2）a．《果実》

　　　轍檀一果習暫エ1防ンランの実｝、乾燥一調τ玉ユllドライフルーツ｝、

　　　禁果言■口禁断の木の実1、吉祥一果翌なコ1塊子母神が手に持つ果実、石榴、

　　　沙果人1ユHりんご1、樹果全■ll樹木の果実1、時果人陰　1その時期の果実1、

　　　實果彊コ1喰べられる果実｝、奄摩羅一果暫0「己1■「｛マンゴーの実｝、

　　　越年一果租ヒコ1に年三、梨果Olユ1胸んご、梨の類｝、珍果型ユ1診しい
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　果物｝、菜果州コ1｛野菜と果実｝、青果碧コ1、花果皇1コロ花と実｝など

b，《果報・結果》

　感果Hコ1源因に応じて生じた結果｝、結果翌ユ1、善果廻ユ1｛善い報い｝、

　聖果想コロ修行を積んで得た浬梨｝、勝果合■1位派な果報1、因果〔卍コ1、

謹果吾■ll修行により悟りを開いた結剰、現果望■口過去の因業により

現在得る果報｝、好果至ユ1｛好結果1など

　したがって、【果】は到底字音嘘字音素とは認められない。（1）あような例は純然たる

辞書的例外として記述するしかない。

2．　【圭ト】／コ開／

　字音素【卦】を含む語の大部分は六十四卦の名称であり、その他に連体修飾的要素の

付いた表現などがいくつかある。若干の用例において濃音羽を生じるが規則性は全くな

いと言ってよい。そもそも、【卦】を含む語については語構成の表示からして規則性がな

いようである。『民衆』によれば「二文字語＋【卦】」の構成は一貫して「蹄妹一卦子1ロ闘コ隔」、

「既達一卦「1利1ユ旧、「大過一卦［儲コ1ユ欄」のように境界を表示しているけれども、「一文

字語＋【卦】」の構成では一貫性が見られない。「艮一卦翌ユ1」、「盤一卦エユ1」、「比一

卦日1刊」、「責一卦Ulユ1」、「否一時『刊」、「師一卦Alエ1」のように境界を表示した例

のほうが多いけれども、「升卦　合ユ剛、「豫卦　¶刊」のように単純語として表記した例

も少なくない。他の辞典でも大同小異であるが、これらを区別する根拠は見当たらない。

二文字要素に付く場合に境界をはさむなら、…文字要素にも境界を表示すべきだと考え

られる。以下の例についてはこの解釈にしたがって境界を表示することにする。また、

六十四卦の名称以外の表現においても境界表示に混乱が見られる。「無卦早ユ肘　伍年続

く悪い運1、「問卦｛呈ユ旧　1占卦で吉凶を見ること｝、「下卦δ1ユ旧　｛六交の下の卦、よく

ない卦｝など大部分の語では境界を置いていないが、「上一卦な刊」伝交の上の卦、一

番いい卦1と「中一州　吾ユ醒」輝くも悪くもない卦｝に限っては境界を表示している。

この場合には境界を置かない形で統一すべきであると考えられる。

　このように境界表示の問題を解決したところで濃音化の分布が規則的になるわけでは

ない。つまり、【卦】の野物化は語構成や意味構造とは全く関係がない。調査した三辞典
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典ともに濃音化すると表記しているのは次の五語だけであった。

（3）四一’卦ぞユ1、吉一’卦製ユ1｛吉な卦1、

　　上一’卦憾コll六交の上の卦、一番いい卦｝、

　　中一’卦奢コ1痕くも悪くもない卦1、豊一’卦苦刊

　そして、次の例については辞典間で表記の違いが見られた。この種の例が多いことが

不規則性を端的に表している。

（4）家人一管「1（卍刊、炊一且苫ユ1、塞一和国聞、乾一卦τエ醒、

　　困一塁芒エ罐、坤一卦芒刊、遜一早牛ユ1、同人一卦号引刊、

　　屯一手岳エ1、元四一卦早月ユ1、訟一卦舎エ1、節一罪型エ1、

　　占一十碧刊店いの卦｝、漸一卦想■1、凶一町暮刊｛不吉な卦｝

以上以外の例についてはどの辞典も濃音化しないと表記している。

（5）a．六十四卦の名称

　　　　艮一卦τ■1、盤一卦ユ叩、蹄妹一卦干1ロ1刊、既濟一卦■1天1ユ開、

　　　　大過一町［1ユ1聞、大有一卦［1号刊、大壮一卦［1慰刊、明夷一卦選Olユ1、

　　　　未濟一町Ol　7¶エ1、比一耳目1刊、責一門Hl刊、否一口『エ1、師一卦Alユ罷、

　　　　小過一町土コ1聞、巽一卦舎エ祀、損一田舎刊、随一卦全コ1、需一卦令聞、

　　　　升一回創刊、旅一卦01刊、単一雪叩ユ1、離一卦Olユ1、願一卦Olコ1など

　　b．連体修飾関係

　　　　無卦早聞｛5年続く悪い運｝、問卦是ユ1盾卦で吉凶を見ること1、

　　　　陽卦望刊｛八卦のうち陽に属する卦｝、有卦♀ユ1隔年続く潤筆1、

　　　　陰卦号ユ1｛八卦のうち陰に属する卦1、八卦聖ユ1、

　　　　下押δ1ユli六交の下の卦、よくない卦1

　辞典によって濃音化を表記する例の数にかなり差があるようであるが、濃音化例を一

番多く表記している『三省』においても、濃音化しない例のほうがはるかに多く、また
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濃音化例と非濃音化例を区別する根拠もまったく見当たらない。したがって、【卦】の濃

音化例も純粋に辞書的な例外である。

3．【句】／子／

　【句】を含む語例はかなりあるけれども、複合語の例は少なく辞典の見出しとなるも

のはあまり多くない。今回の調査で拾ったのは次の七語である。

（6）驚人一句四望干　1人を驚かせるほど卓抜した詩句｝、慣用一句ぞ｛｝干、

　　量一句｛文句｝、短命一句璽碧干　｛文意に短命が象徴されている矧、

　　名詞一句碧人1干、引用一句〔謹｛｝子、形容一句碧｛｝＾1干

この酔興化の分布を見ただけでは【句】を濃音化字音素に含めるべきかどうか判断に迷う。

しかし、言語学用語としては上に挙げたもののほかに「副詞一句　早Al干」、「動詞一句

聖人1干」、「前置詞一句型武1人1子」などがあり、いずれも濃音化は生じていないようである。

したがって、これらも含めて考えるならば母音化字音素としての性格は非常に弱いと見

なさざるを得ない。

　一方、．単純語構成では、濃音化しない場合が圧倒的に多い。今回拾った47個の例のう

ち三辞典ともに濃音化しているのは（7a）の六例、辞典間で表記の異なるものは（7b）

の七例だけであり、その他は（7c）のような濃音化を生じない。

（7）a．濃音化するもの

　　　　傑’当月吊　｛非常によくできた詩句｝、驚’句君子　鷹一句の略｝、

　　　　封’句［1子、文’句｛｝干、美’句ロ1干、詩’句人1干

　　b，辞典間で表記の異なるもの

　　　　結句翌子、警句習子、難句甘干、名句選干、成句聖子、

　　　　聖句想〒陛書の文矧、脱句讐干　腋け落ちた句｝

　　c．濃音化しないもの

　　　　佳句11〒、古句ユ干借の文句、古人の文句1、禁句言干、金句言干、

　　　　起句11〒、奇句11干埼抜な句1、妙句且干、美辞　麗句口1人［。1干、
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半句眺子、秀句令干、語句01子、言句望子｛語句｝、聯句？！子、

類句品〒、引句唱子揺れた句｝、一句鼠子、字句冗1子、章句螺子、

韓歯型〒、絶句馨〒、珍句型干など

こうした濃音化の分布の背後にはなんの規則性も傾向も感じ取れない。したがって、字

音素【句】も濃音類字音素の中に含めないほうが妥当である。

4．【櫃】／刊／

【櫃】《ものを入れる木製の箱》を含む語としては次のようなものがある。

（8）a．濃鐘化するもの．

　　　　文書一’櫃是A1刊唐類などを入れる箱｝、

　　　　時在一’当人lXl刊｛使い残しの金を入れる箱｝、

　　　　印’櫃望刊｛官印を入れる箱｝、

　　　　曲物一’櫃π闘｛鳥網　｛金銀装飾品を入れる箱｝、

　　　　香’櫃磐刊盾を入れる箱｝、曇一’櫃｛金箱i、

　　　　舎一’櫃1手文劇、製一’櫃1糸瓜l

　　b．濃音化しないもの

　　　　金真言刊口金・鉄の箱｝、書櫃州刊体を入れる箱1、

　　　　倭櫃2開刊陽性用家財道具の一つi、鐵櫃観i『1｛鉄の箱｝、

　　　　磐一櫃｛米びつ｝

この雨音化の分布を見ると、語例数が少ないことを除けば、【櫃】を濃音化字音素の中に

含めてもいいように見える。しかし、この字音素の性格をよく考えてみると、濃音化字

音素という漢字成分として扱うよりは、固有語要素として処理する方がはるかに妥当で

はないかと思われる。確かに、辞典によれば【櫃】はれつきとした漢字成分であるとさ

れているけれども、稿者を含めて普通の母語話者の語感では固有語要素に感じられる。《も

のを入れる木製の箱》の意味で単独で用いることもでき、少なくともそれが使われてい

た時代においては非常に日常的な語であったと考えられる。しかも、（8）に見られる濃
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音化の分布は、固有語の複合語における濃音化の原則（注3）に概ねのっとっていると

考えられる。例外は「磐櫃」が濃音化しないことぐらいである。

　車（1996、19％、1999）において濃弘化字音素として扱ったものの中にも、【間】、【床】、

【房】、【帳】など固有語的性格が感じられるものがあることを述べた。それらは、濃音

化例が多く、また固有語要素としては説明できないような用法も持っているので、濃音

化字音素の中に含めたのであるが、本質的には【櫃】と共通する部分が大きい。

　一般に、字音素が次のような条件を満たすとき、固有語化していると見なすことがで

きる。

（9）a．母語話者に固有語と感じられる。

　　b．単独で用いることができる。

　　c．固有語と結合する。

　　d．固有語との結合において固有語を支配する原則に従う。

【櫃】はこのすべてをほぼ満足させている。疑似濃音化字音素の中にはこのほかにいく

つかこのタイプのものがある。

5．【毒】／号／

　【毒】も、少なくとも複合語成分としては、固有語化した成分である。次のような複

合語の例があり、濃音化を生じている。

（10）a．粉一’毒｛…号iおしろいの毒｝、

　　　　鍼一’毒唱号

　　b．缶一’毒物欲しげに見ることi

　　　　芒一’毒除に夢中になること1

　　　　舎一’毒浮についてる捌

（10a）は漢字成分との結合であるけれども、「粉面、「鍼想」自体が固有語化してい

ると考えられ、そうすると（10＞の例はすべて固有語との結合ということになる。単独
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でも用いられるし、濃音化の分布は固有語の原則に合っている。複合語例として他に「11

一毒」伏の歯から出る毒｝があり濃順化しないのであるが、これも第一要素が生物名詞

である場合には濃音化しないと言う固有語の原則に従っている。このほか次の二例につ

いては辞典間で表記が異なる。

（11）憤一毒｛…昇｛腹立つしさ1、製一心脈疲れ1

ただし、「聖賢　｛1号」は複合語としない辞典もあり、そのほうが妥当であるかもしれな

い。

　単純語構成では濃音化は生じない。

（12）内毒Ll号胸部にある毒気｝、路毒L号脈疲れ1、蛇毒Al号、

　　器・保謡曲畦引が陰険でき凶悪な・とし隣讐鵬鯨

　　魚毒〔盛暑漁の体内にある毒素｝、絵毒01号｛後々まで残る害1、

　　旅毒01号　脈による害毒や疲労1、鉛毒｛謹号、煙毒望号　睡の毒気1、

　　華華｛召書　榎暑の毒気｝、怨毒宅号　｛激しく恨むこと｝、遺毒♀号　｛害毒を

　　及ぼすこと、残っている毒1、流毒昇号　世の中に害毒が広がること｝、

　　有毒引書、飲笛音号　1服毒｝、至適天1号　1ひどい、猛烈なこと｝、

　　旱毒烈号　｛眼華による病気1、害毒δ1号、後庭竿号　除毒｝

6．【瓶】／男／

　字音素【瓶】もある程度まで固有語としての性格を備えている要素である。しかしな

がら、固有語の原理で説明できない例が多く、純然たる漢字語的表現も多い。記述上は、

意味関係だけに注目して整理したほうがわかりやすい。つまり、【瓶】は次のように独立

の語と結合して《～を入れるための瓶》の意味のときに限って濃音化を生じる要素であ

る。

（13）牛乳一’瓶♀晋碧、酒水一’瓶草野署　1酒や水の瓶1、酷一’面争碧　酒乍の瓶｝、

　　号一’瓶｛水の瓶1、舎一’瓶｛酒の瓶｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　一7一



複合語構成でも意味関係がこれと異なる場合には濃音化は生じない。

（14）噴水一瓶｛垂今唱　1花瓶に水をまくための瓶｝、比重一瓶目1吾男　腋体の比重を

　　測定する容器i、沙器一瓶Al「1男　｛陶器の瓶｝、琉璃一瓶i｝『碧　｛ガラス瓶｝、

　　二重一瓶。1吾男、磁気一瓶ス1「1男　骸融合でプラズマを入れる磁気場｝、

　　鮎眼一瓶碧僧男　｛眼薬点眼の瓶i、集氣一瓶碧11男、秤量一瓶碧暫噌、

　　哺乳一瓶里別戸、海流一瓶81罧男、萌薦一瓶杢呈慰　1ひょうたん形の瓶｝、

　　ス1引一瓶｛すっぽんの形の瓶｝

ただ『民衆』だけが「洗氣一’瓶《1「1碧」　｛ガス中の不純物を除去する瓶｝に濃音化表

記を与えているが、他の辞典には記載がない。

　一方、単純語構成では意味関係にかかわりなく濃音化は生じない。

（15）金瓶言男　｛金の瓶1、洗瓶州男　｛実験洗條用の瓶｝、小瓶全噌、

　　漫瓶」卜男　｛おかわ｝、銀瓶｛…署　｛銀の瓶｝、酒瓶雫男　｛酒の瓶1、

　　鐵瓶智竪、花瓶皇1噌、書瓶蚕棚　俵面に絵をかいた瓶1

7．　【無】／磐／

　字音素【熟】を含む語は次の三例しか見当たらなかった。そのいずれも濃音化を生じ

ている。．．

（16）亡身一’無魁想製　陽を滅ぼしたり恥をかいたりする不運｝、

　　欺計一’黙好呈磐　｛死人の方から広がってくる害気1、

　　喪夫一’蕪甘早磐　快と死別する不運｝

濃音化しない例がないという意味では完全な調音化字音素であるが、あまりにも語例が

少ないため濃音化字音素に含めなかった。
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8．【劃／耐／

　【劃は完全に固有語的な要素である。前出の固有語の条件（9）をすべて満たして

いる上に、次のような複合語例があるだけで、単純語成分となっている例が一つも見ら

れない。

（17）a．濃音化するもの

　　　　　【1里一’蓋伏きな酒杯｝、焼酒一’盤杢李耐、会一’蓋｛酒杯｝、

　　　　洋酒一’藍魁李を　｛洋酒用のグラスi、祭酒一’盤1干を　際酒用の杯i、

　　　　茶一’妻武1を　際碗｝、退同一’蓋里1与慰　際祀用の杯の一つ｝

　　b．無音化しないもの

　　　　沙器一業λ［1慰　陶磁器の杯1、Ll」F一蓋休の杯｝、讐一蓋｛角製の杯｝、

　　　　｛…一妻伏きな杯｝、噌一号｛一献、一杯｝　　　　　　　　　　　　　，

濃音化するものは、「［脛盤」を除いてすべて《～用の杯》の意味である。これは用途の

関係であるから固有語における濃紫化の原則に合っている。「［1里盤」の「［1呈」は怪

きな榊を意味する語であるので（17a）の他の語とは異なる意味関係にあるように思

われる。しかし、「［1里」には「［脛一舎」伏杯で飲む酒｝の略語としての用法もあり、

「ご脛蓋」の「［圏里」はこの略語であると見なせば、他の語と同じ意味関係の表現である

と考えることもできる。

　一方ぐ三音化しないもののうち最初の三例は材料の関係、後の二例は連体修飾関係で

ある。いずれの関係も固有語においては濃音化が生じないから、これもまた固有語の原

則に合っていると言える。

9．　【搬】／慰／

　【構】も固有語と見なしたほうがいい要素である。先に述べた固有語の条件をすべて

満足させている。次のような用例がある。
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（18）a．濃音化するもの

　　　　茶一’機穴1碧　｛茶箪笥1、［『『一’横耽元に置く物入れ｝、

　　　　U樫一’慌唯心を入れる小さい箪笥｝、想一’幟履物入れ、・下駄箱｝、

　　　　OI暑一’横怖団箪笥1、天1『一’構｛寝具を入れておく箪笥｝

　　b．濃異化しないもの

　　　　軍層一構？奢耐　｛単層（一層）の箪笥i、梧桐一幟皇号慰　嗣の箪笥｝、

　　　　層一睡吾慰、樺七一横互1界碧　｛紫壇で造った衣装箪笥1、

　　　　花草一構皇1杢慰　｛花草模様の衣装箪笥i、州一搬｛鳥篭1、里η1一機｛兎小屋｝

「茶ス1」も固有語化した要素であるから、（18a）の例はすべて固有語との結合という

ことになる。したがって、一見、固有語との結合では鉱物化し漢字語との結合では濃音

化しない、というような一般的記述ができそうであるけれども、実際はそうではないだ

ろう。やはり、固有語の濃艶化に関する原則に従っていると考えたほうがいい。（18a）

の「『『横」は場所の関係の結合であり、他はすべて用途の関係である。一方、（18b）

の漢字語との場合はいずれも形状を表す連体修飾的関係であるから濃音化せず、最後の

固有語と結合した二例は第一要素が生物名詞であるから懸果化しないと考える方が妥当

であろう。（18b）の類の表現としてはこのほかに「二層一軸Ol奢慰」｛二層の箪笥｝が

あるが、これについては『民衆』だけが濃音調を表記している。

　単純語構成では濃墨化するものとして「籠’構号碧」依装箪笥｝、「解樵を慰」際

箪笥、水屋｝の二例、濃音化しないものとして「衣構21慰」依装箪笥1があった。濃

音化する例については、複合語と見なしてもさしっかえないように思われる。

10．【勢】／人劃／

【勢】を含む複合語は非常に少ない。そのまた一部が八音化を生じるに過ぎない。

（19）a．濃異化するもの

　　　　d柑一’勢風の勢い｝、『一’勢目元風を吹かせるこ掛、

　　　　型一’勢1物事の成り行き｝
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b．濃音化しないもの

　急騰一勢晋号州、騰貴一勢号刊六1

　　L囲一勢｛物価の低落、下がり副

固有語の原則にしたがっているようにもみえるが、「『勢」、「聖画」では意味の融合・

特殊化が進んでおり、分析的に記述するのは難しい。語例の少なさから考えても、単純

に辞書的に処理するのがもっとも妥当であると思われる。

　単純語構成の例はかなりあるが、決して直音化は生じない。

（20）加勢「1柑、強勢習州1、去勢11A1、軍勢｛垂人1、同勢「lNl、多勢［1人1、

　　黛勢腎相　｛党・党派の勢い1、大勢［1州、騰勢志州　1物価騰貴の勢い｝、

　　無勢早人1、沢頭醤《11｛商況｝、守勢冷州、随勢命州｛世の情勢に従うこと｝、

　　勝勢合州　｛物価の上がる形勢｝、乗勢合相　｛時世・勢いに乗ずること｝、

　　時勢Al州　｛時勢・相場｝、雨勢早州ll雨の勢い、雨足の強さ｝、姿勢天門1、

　　戦勢型州、情勢碧州、助勢玉州、総勢奢州、態勢El勺1、風勢晋州、

　　虚勢δ1州　　　　’

注）

1）次の三辞典である。

　　『号01［1人1型』李煕承編、民衆書林：ソウル、1991年

　　『＾1♀『磐｛｝Al型』申碕撤・鵠沼乱臣、三省出版社：ソウル、1984年

　　『最新改定三星版号例に1人1型』韓国語辞典編纂会編、三星文化社：ソウル、1991年

2）　『ユ睡魔号（『暫暑¶人1型標準韓国語発音大辞典』には「桑果なユ1」を除いた三語

　　は濃音化すると表記している。

3）車（1998）においても言及している。

　　ここでは従来の記述の中で最も明快で適切であると思われる鄭國（1980）の説に基

　　づいて、その条件を紹介しておこう。

　　次のような場合に濃硝化が生じる。
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a．先行語が時間を表す場合

　　号一’『　椿雨｝、11書一’目隠　｛秋風｝、0困一’唱　嘲御飯1、

　　唱一’智　｛春雨｝、皇言一’竪　｛春雨｝、円利1一’憎　1昨夜｝

　　皇昔一’唱　｛春雨｝、など

b．先行語が場所を表す場合

　　偲一’1琶十月｝、融一’【書｛川の月1、

　　勉一’慰　特許が起居する内室1、望一’智　1母屋｝

c．先行語が起源を表す場合

　　甘一’喫　盧色｝、舎一’雪暑　舩笠1、

　　セー’号天1瞳、瞳孔｝、杢一’暑　｛蝋燭の火｝

d，先行語が用途を表す場合

　　エ「1一’門　1漁船｝、耐一’Xl『　1寝床｝

一方、導音化を生じないのは次のような場合である。

a．先行語と後行語が対等の関係である場合…

　　ロ1一企件矧、号一■1書　椿1と秋｝

b．先行語が形状を表す場合

　　里一暫　伴月1、磐一目1にぬか雨｝

c．先行語がを材料表す場合

　　磐一含｛米の酒｝、暑一戸　1豆御飯｝、讐一暫　昧飯｝

d．先行語と戯訓語が同格関係にある場合

　　奢讐一州　｛雲雀｝、川千一Ll午　1トンキン肉桂1、

　　『口1一讐　襯鶏｝

e．先行語が所有者を表す場合

　　Al引一智　汰家｝、11一［1『　1犬の脚1、

　　碧層一［1「1己1漁の頭1、唱一11奇　｛虎の皮｝

f．先行語が派生名詞である場合

　　さ1一｛…Ol｛日の出、慰一迅詔　隅肉の醤油剤、

　　月一製。目田を耕すこ樹

　　　　　　　　　　　　　　　　一12一
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